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  1幕


  「いいですよ。」

  俺は笑顔でそう答えた。

  「本当ですか！ありがとうございます！」

  「いやいや…すぐに終わらせて帰ってきますよ。」

  


  　時は200年。まだ文明が発展半ばで、『邪馬台国』という国が存在していた頃の話。

  俺の名は「弥生」。人からはよく「弥生様」と言われている。研ぎ澄まされた才能と、美し過ぎる美貌を兼ね備えた完璧超人…とでも言おうか。俺の美貌に、女性たちは次々と虜になる。

  簡単すぎて、笑いが出るほど単純にだ。そんな俺だが、美女に関しては非常に興味があった。

  ある日「絶世の美女がいる村がある。」と言う噂を聞きつけて、俺はとある村へと飛んだ。

  そこにいた美女が…さっきの女だ。


  「はぁ…。」

  いきなり「お願いがあります！」とか言われて、期待した俺がバカだったな…。格好つけて勢い良く家から飛び出たものの、実際やるとなると…面倒で仕方がない。
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  　早朝、村に到着してその女を発見した所まではよかったんだけど…まさかその女に魔物の討伐依頼をお願いされるとは思わなかった…。

  これが普段の俺なら、直接女の胸倉を掴んで…「俺に頼み事なんて何様のつもりだ！」と怒り沸騰する所だ。だが、女の美貌を前にして俺はその行動を実行することができなかった。さすがに絶世の美女と噂されるだけはある…。服装は質素なものだったが、彼女が頭の上でまとめて結っている黒色の長い髪と、そのスラッとした肢体は、実際多くのものを釘付けにしていた。村の男達が彼女に熱い視線を送っているのが嫌でも見て取れたくらいだ。

  　そこで俺は思う。

  ――この女を俺のものにすれば、俺はさらに大きな存在になれるかもしれない。

  そう思うが矢先、俺は彼女の依頼を心地よく受け入れた。


  「ふぅ…。」

  村の中心にある、小さな店の椅子に腰かける。

  「らっしゃい。何食べるんだい？」

  「あ、いや。」

  店の奥から男が姿を現していた。俺は慌てて手を振る。

  「特に用はないんだ。」

  「…そうか。なら勝手に座らないでくれ。」

  男は、手のひらを返したように不機嫌そうな顔になる。

  「ただでさえ客の出入りが少なくなってきてるんだから、期待させるなよ。」

  「…す、すまない。」

  俺は頭を下げた。少しくらい良いじゃないか…と言ってやりたかったが、口にはできなかった。男はしきりに俺を睨みつけて来る。だが、その裏で顔が強張って若干何かに脅えているようにも見て取れた。…どうやら魔物の噂は本当のようだ。あの女の話によると、ある魔物が近々この村を攻めて来ると言っていたが…。村の人たちもその事で頭を悩ませているのだろう。

  「…。」

  …俺は今からその原因を倒しに行くんだよな？。俺はとっさに頭の中で、あの女が言っていた情報を整理する。俺の手にかかれば、魔物討伐なんて虫けらを殺す程度の事だが、この行為が村を救うことになるのだというと…どうも実感が沸かない。


  　俺は店を出て村の入り口まで歩を進める。そしてそのまま村の扉の手前まで来た。

  「港はこの先か…。」

  村から少し離れたところに、船がいくつが泊められているのが見える。あの女曰く、魔物は海にいるらしい。

  「…久々にこの弓の出番だな。」

  背中にかけていた愛用の弓に手をかける。木で造られた曲線状のフォルムが指先に触れた。

  「…懐かしいな。この感覚。」

  かつて俺はこの弓を使って、多くの魔物や人間を無情なまでに撃ち倒して来た。最近は女と遊ぶことが多くなって使わず終いになっているが、今回のターゲットにはとびっきりの一発をお見舞いしてやるつもりだ。

  「よし…行くか。」

  「ま、待って下さい弥生様っ！」

  意気揚々で村から出ようとした俺だったが、問答無用で数人の女たちに取り囲まれる。

  「も、もう帰られてしまうのですかっ？」

  遠慮がちに女の1人が声を上げる。

  「もうちょっと村にいて下さい！まだお話し足りないんですっ。」

  そう訴える女の顔は、熱があるのかと思うくらい、真っ赤に染まっている。

  「はは、君たちを放って帰ったりはしないさ。」

  「え、じゃぁ…。どこに行くつもりなんですか？」

  そう言い、不安げな表情を浮かべる女たち。全く…、美しすぎるっていうのも困ったもんだな。何もしていないのに、勝手に女たちが俺の元へと吸い寄せられてくる。

  俺は尋ねて来た女の頭を優しく撫でながら、笑顔で答えた。

  「ちょっと暇つぶしをしに行くだけだよ。」

  「や、弥生様がいなくなるなんて…私嫌です！」

  「弥生様が、もし二度と帰って来なかったらと思うと夜も寝れませんっ！」

  次々と、女たちが近付いて来て、俺を押し留めようとする。よく見ると、さっきまで近くで様子を見ていた女たちまでもが、俺を村の外に出さまいと扉の前に立っていた。

  「…はは。しょうがない子達だ。そこまで言うなら、俺の暇つぶしに…付いて来るかい？」

  「本当ですか！」

  女たちの顔が一気に明るくなる。…分りやすいやつらだ。

  「よし…なら俺も一つ頼みをしていいかな？」

  「何ですか？弥生様のためならどんなことでもしますよっ！」

  「はは、嬉しいねぇ。なら…。」

  俺はそう言って、スッと港の方に向けて指をさした。

  「…船。用意してくれるかい？」

  「えっ？」

  「困ったことに…依頼を受けたのは良いんだけど…肝心の船を持ってなくてさ。」

  「依頼…？」

  「あぁ、こっちの話。…用意できるかな？」

  と、俺が聞くより前に、女たちは猛ダッシュで船の手配を始める。


  　そして昼過ぎ頃、俺が港に足を運ぶと、舟着き場にはもう何隻かの船が用意されていた。

  「私が用意した船です！どうぞ！」

  「いやいや、私の船を！」

  自分の船を使って貰いたいがために、必死になる女たち。

  「うーん。できれば皆の船を使ってあげたいんだけど…これがいいかな。」

  そう言いながら、何隻かあった船の中で一番大きい船を指差した。

  「うそ！？やったわっ！」

  船を選ばれた女は、他の女を気にする様子もなく1人歓喜の声を上げる。

  「えー！何でこの船なんですかっ？」

  船を選ばれなかった女たちが、不満そうに尋ねて来た。

  「だってさ。」

  俺はフッと笑う。

  「…誰一人、一人ぼっちにしたくないだろ？」

  


  　夜も更けた頃、船に山ほど食料を詰め込んだ俺は、数人の女たちを連れて船着き場を出た。

  「ところで、どこに行くつもりなんですかぁ？」

  船に乗っていた一人の女が尋ねて来る。

  「んー、そうだなぁ…。」

  俺はそう呟きながら、尋ねた女に近寄った。

  「…ぇ…あの…。」

  距離が近くなるにつれて、みるみる赤くなる女の顔。

  「…秘密だ。着いてからのお楽しみさ。」

  「はっ、ははは…はい。そうですね…。」

  その女は顔を真っ赤にしながら、慌てて俺から目を逸らす。…ふふ、単純な奴だ。

  「あー！ずるーい！」

  「アンタどきなさいよ！弥生様は私のものよ！」

  近くにいた女たちが、その様子を見てギャアギャアと騒ぎ出した。

  「こらこら、喧嘩はダメだ喧嘩は。…君たちの綺麗な顔が崩れてしまうだろう？」

  「えー、だってぇ…。」

  「だってじゃない。…ほら、目的地に着くのは明日の朝頃だから、早く寝ろ。」

  「…はぁい。」


  　日が昇り、朝日が差し込み始めた頃、俺たちを乗せた船はある洞窟へと辿り着いた。

  「よーし、着いた着いた。」

  「えっ？こ、ここですか？」

  洞窟は、船が二隻ほど入るくらいの広さの入り口で、洞窟の奥は光がなく、その先が暗くて見る事が出来ない。俺はその中へ中へと船を進めて行った。

  「や、弥生様？こんな場所で一体何を？」

  近くにいる女たちがキョロキョロと辺りを眺めながら、不安そうな表情を浮かべる。

  「ん？ああ、奥まで進めばわかるさ。もしも怖いのならここで待っといてくれないかな？俺としても、君たちを危険な目に合わせたくないからね。」

  俺は優しく女たちに微笑みかける。――まぁ、どっちにしても陸地なんてものはないから、俺に付いて来るしかないんだけど…。

  「わ、私は付いていきます！弥生様のためならどこへだって！」

  「あっ！わ、私も行きます！」

  「よしよし、良い子達だ。」

  単純な女はこうだから助かる。俺としても女がいてくれた方が、正直気分が盛り上がるからな、依頼自体も、そこまで時間がかかりはしないだろう。

  「なぁに大丈夫。僕にちゃんと付いていれば君たちは何の心配もすることはないさ。」


  　船はさらに洞窟の奥へ奥へと進んでいく。それにつれて光はどんどん弱まって行き、松明の光無しでは進めないほどに暗くなって行った。

  「…何か、怖いです。」

  緊張で静まり返った船の上で、1人の女がぽつりと呟く。

  「…一体この先に何があるんです――」

  そう女が尋ねるのを、俺は手で制止した。

  「…いた。」

  「えっ？」

  スッと何かに指を差す。その先には、暗闇しかない。

  「…何も見えないですよ？」

  「よく見てごらん。」

  「…？」

  女から松明を受け取り、その指差した先に光を向ける。その途端、暗闇で何も見えなかったその先が、露わになった。

  「……。！？」

  女たちは、目的のものを見つけた途端、その場から動かなくなる。女の大半が青ざめた表情に変わっていた。…あ。まずい…

  「……き……、」

  「ぁ、ちょっと待っ…。」

  慌てて女たちを制止しようとしたがもう遅い。船に乗っていた女たちが一斉に叫び声を上げた。

  「きゃあああああああああっ！」

  「……ん…。」

  直後、目の前の景色がグラっと揺れる。

  いや、景色と思っていたものは実際は景色では無かった。それは洞窟全体を覆うくらいの巨大な生物だったのだ。

  その生物は洞窟全体を揺らしながら、恐らく背中であろう部分から、ぐるりと向きを変えて俺たちの方向に向き直る。

  「あわ…わ…。」

  女たちはその動きを、まるで幻覚をみるような表情で眺めていた。

  「…まずったなぁ。」

  「か、かかか…怪物！」

  目の前にいたのは…牛。いや、首が八つありその全ての先端に牛の頭が付いている。そして、その八つの首を支える大きな胴体があり、足はその胴体の下から大きく二本生えていた。
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  「…こいつが討伐対象か。」

  俺は目の前に立ち塞がる巨大な魔物を睨み付ける。

  「ななな――、」

  女たちは目を大きく見開いてその場に根を張ったように動こうとしない。まぁ、この方が戦いやすいから、有り難くはあるが…。

  　目の前の怪物は、かなり高い位置から俺たちを見下ろしていた。

  「…君、あれが何か分かるかい？」

  俺は固まって動かない女の一人に横目で語りかける。

  「分からないですよ！あんなもの見た事あるわけないじゃないですかっ！」

  「ふふ。」

  混乱してる混乱してる…。俺はこの状況が逆に楽しくてしょうがなかった。

  「あれは『牛鬼』。この近海の平安を脅かそうとする魔物だよ。」

  「『牛鬼』…？あれが…。」

  「あふぅ…。」

  力の抜けた声を上げて、数人の女がパタリと目を回して気絶する。

  「おやおや…。」

  『牛鬼』という言葉が、そんなに衝撃だったのだろうか。

  俺は特に慌てもせずに松明を女に手渡し、倒れた女たちに近寄る。そして、その中の一人を抱きかかえた。

  「か弱い乙女たちだ。…大丈夫、君たちに危害は与えないよ。」

  「お、おねがいしますっ！弥生様っ！早くあんなもの倒しちゃってくださいっ。」


  『…あの～…。』


  「俺を誰だと思っているんだい？…俺に不可能はないさ。」

  「さ、さすが弥生様っ！」


  『あの～…聞こえてる？』


  「黙れ！下級生物っ。俺はこの子たちと話をしているんだ。その醜い口を今すぐ塞いでやろうか？」

  気が付いたら目の前の牛鬼の首の一つが、口を開いて言葉を発していた。

  「…魔物ごときが俺に話しかけないでくれないか？…耳が腐るんでね。」

  『ぁ…ごめんなさ――、』

  「…黙れと言っているだろう…。」

  呆れて溜息をつきながら、俺は抱きかかえていた女をそっと船の床に下ろす。そして肩にかけていた弓を手に取って、それに矢を合わせた。

  「俺の耳が汚されてしまったじゃないか…。」

  キリリ――、弓を力強く引く。そしてその標準を、目の前の牛鬼に向けた。

  『え…？何…。』

  「…散れ。」

  短く言葉を言い放った後、俺は勢い良く矢を打ち出した。
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  　弓から打ち出された矢は、一瞬キラキラと眩しく光を放った。そしてその直後、目の前の牛鬼に勢い良く突き刺さる。だが、矢は短く小さい音を出しただけだった。矢の光りもすぐに消える。

  『…え…。』

  予想外の音に、牛鬼は自分が何をされたのか一瞬分からなくなったのだろう。

  首を下げて自分の体を確認しようとする。

  『……。』

  その瞬間だった。牛鬼に突き刺さった矢が、さっきよりも激しく光り出す。

  そして、一番眩しい光の先から、何かが出て来た。それは…白い花。矢を中心として広がるように、段々と花が大きくなっていく。

  『う…ぅ…うわぁぁ！…』

  牛鬼がその瞬間、悲痛な叫び声を上げた。だがもう遅い。その叫び声も、巨大化する花によってすぐに掻き消されて行った。牛鬼は洞窟全体を埋め尽くすくらいの巨大な花に飲み込まれるように、完全に姿が見えなくなる。

  そしてさらに巨大化する花が、俺たちの乗る船にまで迫ろうとした瞬間。いきなりその花が破裂した。

  「きゃぁ！」

  さっきまで固まっていた女たちが、突然の爆発に悲鳴を上げる。しかし爆発自体は、風船が割れるくらいの小さなものだった。

  「…うぅん…。」

  「大丈夫かい？」

  「ん…あ、弥生様！…だ、大丈夫です。」

  俺が真近にいることに気付くと、すぐに女は顔が赤くなる。しかしふと船の外に視線を移すと、女は驚いたように目を見開いた。

  「…！怪物が…。」

  「ん？…ああ。終わったよ。」

  「そう…なんです…か？」

  女は戸惑いを隠せない様子で俺の言葉に返答する。

  それもそのはず。さっきまで目の前にいたはずの牛鬼が、その場から後片もなく消えていたからだ。

  他の女たちも回りをキョロキョロと眺めている。

  「はは、そうか。君たちは初めて見るんだったね。」

  「え？」

  「さっきのは、俺の秘儀『華咲弓』ってのを使ったのさ。白い花を咲かせて相手を倒す技。」

  「は、はぁ…。」

  「ほら、よく見てごらん。さっきまでのが嘘じゃないってのが…分かるだろう？」

  「…わぁ…本当だ。」

  さっきまで牛鬼がいたと思わしき所に、大量の白い花びらが落ちていた。

  「真っ白ですねー…。」

  そう女が呟いた瞬間。タイミングを合わせたかのように洞窟の入り口の方から風が吹く。その風は地面に落ちていた花びらを舞い上げ、ハラハラと雪のように白い花びら達を宙に舞い踊らせた。

  「…きれい…。」

  「…はは。喜んで貰えて光栄だよ。」

  ホントは牛鬼への苛立ちで、『華咲弓』のような大技を使った事を、若干後悔したんだけど…女たちの恍惚な表情を見てホッとする。『…実はこんな狭い所で使いたくなかったけど。あの怪物の態度がムカついたから使った。』なんて、さすがに言えない。

  「さすが…さすが弥生様！強いだけじゃなく、戦い方も綺麗だなんて！」

  「え？…あぁ、当然だ。華麗に戦うのが俺の戦い方でね。」

  うっとりと船の外を眺める人や、歓喜して近付いて来る女たちを見ると、俺は次第に気持ちが楽になって行った。

  「…ま、これで万事解決だな。」


  2幕


  『牛鬼』の討伐を終えた弥生一行は、そのまま依頼を受けた村に帰った。

  女たちは帰っている間中、秘儀の『華咲弓』をもう一度見せて欲しいとせがんで来たし、村に帰ったら帰ったで、村人たちに「今日は宴だ！」って、ほぼ強制的に宴に参加させられたりで、正直完全に疲れ果てていた。

  全く…。ほぼ二日間起きっ放しで船に乗って帰って来たんだから、少しは休ませろよな…。俺は心の中で悪態を付く。

  「…弥生様？どうかなされましたか？」

  「え？ぁ…いや何でもない。」

  隣に座っていた「村長」と思わしき人が、心配そうに顔を覗き込んで来る。

  「弥生様。今日は遠慮せず、どんどん飲んで下され。」

  「…どうも。」

  村長から差し出された杯を受け取る。

  それにしても…。なんで隣が両方男なんだ。女達は村の中央にドンと置かれた巨大な焚火を挟んで反対側にいる。しかも、楽しそうに女共達で話に花を咲かせているではないか。

  「はぁ…。」

  大きく溜息を付く。村を危機（？）から救ったという達成感より、女たちが今ここにいないという虚無感の方が勝っていた。

  「…あの。」

  声がして振り向くと、少しオドオドした様子で黒髪の女が立っていた。

  「あ、君は。討伐依頼を頼んだ…。」

  「そうです、その節はどうもありがとうございました。…お礼をきちんと言う前に村の人達に連れて行かれてしまわれたので…。」

  その言葉を聞くか否や、杯を地面に置き、俺は機敏とした様子で立ち上がる。そして無言でその女の手を掴んだ。

  「…何も言わなくていい。俺は当然の事をしたまでだよ。」

  「…申し訳ありません。」

  「君は何も謝らなくていいさ。謝るとしたら俺が強すぎて敵が呆気なかったことを謝るくらい…かな？」

  「いや、そうじゃなくて…。」

  「あ、まさか君が美し過ぎて俺の目に眩し過ぎる事を謝ってるのか？…ふ、大丈夫。俺の目は君の輝きに十分耐えれるくらいのものを持っている――、」

  「だからそうじゃなくて！」

  「っ！？」

  突然の女の叫び声で、俺は反射的に体を反らす。その拍子に、握っていた手が離れた。

  「あっ、申し訳ありませんっ…！」

  「いや…気にしないで。」

  「あの…私、男性の方に触られるのがどうも苦手で…。」

  顔を俯かせながら、バツが悪そうに黒髪の女は話す。

  「あぁ…なるほど。」

  この女の今までの態度で気付くべきだった。どうもこの女は、他の村の女とは違って積極性に欠けるからな…。

  「他に何か用かい？…挨拶しに来ただけなら、俺は宴に戻らせて貰うけど。」

  女に避けられるのは実際初めてだった。正直ショックで頭が一杯だったが、その感情を見せるわけにはいかない。俺は、宴なんてもうどうでもよかったが、とにかくこの女から離れたかった。

  「あ、ちょっと待って下さい。」

  「…まだ何かあるのか？」

  女は俺の返答に対して、言いにくそうに顔を俯ける。何だ？告白でもする気か？

  「…また無理を言うようで申し訳ないのですが―、」

  「――はい？」


  「あ～！お姉ちゃん、男の人と何してるの～？」

  俺が拍子抜けした声を上げたと同時に、背後から別の幼い声が乱入して来た。後ろを向くと、六歳くらいの質素な服を着た女児が、俺の真後ろに立っていた。
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  「こら、柚！弥生様や村長の前ですよ！」

  女が慌てて、柚と呼ばれた女児を叱る。

  「え～、別にいいじゃない。」

  「だめです。」

  それを聞いて女児は不満そうに口を窄める。

  「…柚ちゃんは相変わらず元気じゃのう。」

  俺の横で村長が「ほっほ。」と楽しそうに笑う。

  「『やよい様』って、偉い人なの～？」

  「え？」

  女児が胡散臭そうな面持ちでこっちを見上げていた。俺は返答に躊躇する。その代わりを、黒髪の女が代弁してくれた。

  「そうよ～、それにこの村を脅かそうとしてた『牛鬼』も、この弥生様が倒してくれたのよ。」

  「ま、まぁな。一瞬で倒してやったさ。」

  「…この人が～？」

  「あ、あぁ。」

  …全く。ガキに対して何を自慢げに喋っているんだ。

  俺は十代から二十代の女には興味があるが、それ以下や、年上の女には興味がない。正確に言うと『女性』として見ていない。つまり男と変わらないと言う事だ。

  「…ホントかなぁ。とてもそうには見えないけど。」

  「嘘じゃない。何ならここで技を見せても良いぞ。」

  強がって弓を取り出そうとしたが、村長に止められる。

  「やめて下され。村の中で武器を使う事は禁止しておる。」

  「なら村の外で…。」

  「それはダメです弥生様！柚はまだ村の外に出る事を認められていません。」

  今度は女が慌てたように口を挟んで来た。

  「なら…なら…。」

  「ほら～、やっぱり嘘なんだよ。」

  女児の、追い打ちの一言が俺の胸に突き刺さった。俺は自然と顔が赤くなっていく。

  「嘘じゃない。」

  「う～そだ！」

  「嘘じゃないっ！」

  言い合う幼い女児と俺。一見したら酷くシュールな画だっただろう。

  「ふふ…これなら大丈夫そうですね。」

  「はぁ…はぁ…え？」

  ムキになって興奮した心を一旦落ち着かせて、俺は聞き返す。黒髪の女は、楽しそうな表情で俺を見つめていた。

  「さっき言いそびれた…私のもう一つのお願いですよ。」

  「お願い…。え？」

  呆然とした顔で返答する俺に対して、再び笑いながら女は言う。

  「明日一日…柚の遊び相手をして下さいませんか？明日は私…用事があって村にいないんですよ。」

  「……。」

  「うーそ、うーそ。ははっ。」

  隣で女児が楽しそうにからかう声が聞こえる。俺は自然と頭が真っ白になって行くような気がした。

  ……まじかよ。

  


  「弥生様～、こっちに来て一緒にお話ししましょうよ～！……弥生様？」

  「……。」

  「もう…、さっきからずっとボーっとしちゃって…弥生様！聞いてますか？」

  「ぁ、え？何。」

  慌てて声がした方を向くと、隣に座っていた女が拗ねたように口を窄めていた。

  「むー…やっぱり聞いてない。」

  「あ、ごめん。ちょっと…昔の事を思い出してて。」

  「…弥生様も昔の事思ったりするんですね～…、ちょっと意外です。」

  「そう？」

  昔って言っても、一年くらい前の話だけどな…。俺は力なく笑う。


  　あの村の依頼で『牛鬼』を倒して…、その後、あの黒髪の女に子守りを頼まれて…。今思ったら、何であんな事をしたんだろうな…とつくづく思う。

  もう村に用はなかったというのに、俺はその後も何度か村に足を運び続けた。別に好き好んで行っていたわけじゃない。全てあの女が頼んだことだ。正直、面倒で仕方がなかったというのに、俺は何でわざわざ時間をかけてまで村に足を運び続けたのか。他人の事なんてどうでもいいと思っている俺が、他人のために時間を費やしているのだと思うと可笑しくてしょうがなかった。でも村に行く度に彼女の笑顔を見て…、俺は少なからず安らぎのようなものを得ていたような気がする。

  「…バカだな。」

  「え？」

  「ぁ、いや。何でもない。」

  首を傾げる女に、俺は慌てて手をパタパタと振る。

  「しっかりしてくださいよ弥生様。貴方は『新羅』を制圧した、ヒーローなんですから。」

  「…ヒーローねぇ。」



  　あの村での一連の出来事から、一年が経過していた。俺は今「新羅」にいる。

  村での出来事の後、「『新羅』へ遠征せよ」との要請を国から受けて、俺は半強制的に外国へ飛ばされた。所謂「偵察組」というやつだ。

  だけど…。「新羅」のやつらは、到着早々に、俺が「試しに。」と使った秘儀を見て、勝手に怖気づいてしまう。

  「あんなすげぇ技使われたら…俺達一溜まりもねぇ！」とか言っちゃって…、

  　さっさと白旗を挙げやがった。だから実際、一度も新羅に攻撃なんてしていない。

  　他の「偵察組」のやつらなんかには、「お前便利だなぁ…。」とか言われ、半道具扱いにされる始末だ。はっきり言って、全く嬉しくも何ともない。むしろ腹が立った。

  「今日はそのヒーロー様の宴なんですから…もっと楽しんでくださいよ。」

  「…だから、俺は何もしていないって。」

  「いいえ！…私たちを国から救ってくれました！」

  女が力強く返答すると、近くにいた人達も「その通りだ」と言う風にウンウンと頷いた。

  「ここ最近…無茶な取り決めをするようになったこの国に、うんざりしていたのです。だから、弥生様は私達の命の恩人です。」

  そう言って、女は俺の手をスッと掴む。

  「……。」

  俺は女を見つめた。女は一瞬顔を赤くして目を逸らしそうになったが、それでも懸命に見つめ返して来る。…この女、手が震えてるな。

  「…しょうがないな。」

  女から手を解いて、立ち上がる。

  俺の肌に直接触れて来るなんて、この女は相当図々しい性格か、勇気があるやつかのどっちかだ。この女の様子からすると…緊張を、勇気と覚悟で覆い隠しているように見える。


  　俺は、宴の舞台として用意された一室の、一番「上手」に座らされていた。立ち上がると部屋にいる人達の姿表情がよく見える。日本人よりなぜか新羅の人の方が多い気がするが…。そこはあえて気にしないでおこう。大方、俺が美し過ぎるから…記念にと、新羅の人達が見に来てるんだろう。部屋にいる大半が女だった。他の日本人たちは、外にでも追いやられているんだろうな。

  「…じゃ、じゃぁ！」

  女が期待に目を光らせながら、声を高めた。

  「あぁ。」

  終わった事をうだうだと考えるよりは、今を楽しむ方がいいに決まってる。

  「ありがとう、美しい花弁よ。おかげで本当の俺を君たちに披露することができるよ。」

  「いや…私は何も。」

  俺は女の頭を優しく撫でてやった。

  「ぇ、わ…ぁ。」

  「じゃぁ…始めようか！」

  しかしその瞬間、女は緊張が限界に達したのか、目を回して昏倒する。

  「あら…」

  とっさに俺は床に倒れこんだ女を抱きかかえる。

  「やよい…さま…きゅうぅ…。」

  「…。」

  豪快に床に倒れて何やら呻いている女の顔を見ると、俺は何故か少し気分が落ち着いたような気がした。

  「…上出来だな。」

  


  「さぁ、早く船に乗り込んで。」

  「…弥生様～、ホントに私たちを日本に連れて行ってくれるんですか？」

  「当たり前じゃないか。こんな所で嘘ついてどうするんだ。」

  「う～…でもやっぱり何か怖い…。」


  　次の日の朝、俺は新羅の港に来ていた。港には新羅まで乗って来た船が泊められている。宴も終わったので、正直さっさと日本に帰りたかった。他の日本人達なんて、この際どうでもいい、

  「何も心配する事は無い。日本の人達は優しいから、新羅の人達を嫌悪したりはしないさ。」

  俺はそう言いながら、船の上から女たちに向けて手を差し出す。

  「う…。」

  女たちはその行動に若干笑顔になりながらも、やはりどこか躊躇しているようだった。

  「…いいさいいさ。なら俺一人で帰っても良いんだね？」

  「えっ！？それは嫌です！」

  思わず声を高めて抗議する女性。

  「でも君たちが行きたそうにないからなぁ…どうするかなぁ…。」

  「そっ…それは…。」

  「…俺はもう別に新羅に来る必要もないから、ここでお別れだね。」

  「えっ！？」

  女たちの顔がスッと青ざめるのが分かった。

  「非常に残念だなぁ…。まぁ大丈夫。君たちの事も、時が忘れさせて―――。」

  「駄目です！行きますっ！行かせてください弥生様～！…だから私の事忘れないで～っ！！」

  女の一人が悲鳴に近いような声を上げて、俺の手にしがみ付いて来た。

  それが他の女たちの心の歯止めを解くきっかけになったのだろうか。同時に「私も、私も！」と船の上に乗り上がって来ようとする。

  「わっ、待て！一気に乗って来るなって…！」

  「「弥生様～っっ！！」」

  


  「はぁ…、船が沈没するかと思った。」

  船の甲板で大きく息を吐く。久々に臨死体験というものを味わったような気がした。

  「弥生様っ♪日本ってどんな所なんですか～？」

  そんな俺の気持ちとは裏腹に、女たちは妙に楽しそうにキャッキャとはしゃいでいる。…全く。つくづく女ってのは理解不能だ。さっきまでの暗い表情はどこへいったのか、完全に垢抜けてしまっている。

  「…日本はたくさんの輝きで溢れている国さ。言うなれば、神様の憩いの地…日溜まりの聖域って所かな。」

  「わぁ～！やっぱり弥生様の国というだけありますねっ！」

  「ははっ、そうだろ？」

  笑顔で俺は言葉を返す。自分の国を褒めてくれるのは、正直誰であっても嬉しいものだ。

  「まぁ、もちろん新羅の国も良い国ではあるけど。…やっぱり、日本はいいな。」

  「…へぇ…。」

  女の一人がそう呟いて、俺の顔をジッと見つめる。

  「…何だい？」

  「ぁ、いえ。…弥生様にとって、日本は本当に大切な場所なんだなって思って…。」

  「大切…か。」

  正直言うと、自分の住んでいる国なんて最初はどうでもよかった。ずっと女たちが傍にいてくれさえすれば、どこだって住んで行けると思っていた。だから常に俺の傍らには女がいて、今回の船での帰国に関しても、半強制的かもしれないが女たちを引き連れている。

  俺にとって女はただ単に、自分の寂しさを紛らわせるための暇つぶしに過ぎない。だから、女の私情なんて全く関係ない事だと思っていた。


  　ふと俺は空を見上げる。

  空は快晴で、雲ひとつ見る事もできないくらい、一面、青一色だ。俺たちの船は、その空の「青」と、海の「青」に挟まれるようにして、海上を優雅に漂っている。日本に着くのは…明日の朝頃だろうか。

  「誰か…日本で待たせている人でもいるんですか？」

  「え？」

  隣で様子を眺めていた女が、ふと尋ねて来る。

  　瞬間、フッと一年前の黒髪女の顔が頭に浮かんだ。慌てて俺は首を振る。

  「…弥生様？」

  「ぁ、いや。…もちろん日本中の女達が待っているぞ！俺の帰国を今か今かと待ち構えているはずさ。」

  「…さすが弥生様。日本でも大人気なんですね。」

  「当然だ。」

  女はそこまで言うと、そのまま他の女たちの会話に入って行った。

  　俺は小さく溜息を吐く。――全く…何を考えてるんだ…。

  あの女だって、所詮は手駒の一つじゃないか。あれ以来、顔を合わせていないし、どうなったかなんて知らない。「俺」という美し過ぎる男が目の前にいたというのに、あの女は全く興味すら示さなかった。その上、俺を「便利屋」か何かと勘違いしたのか、執拗に頼みごとばかりして来たし…。迷惑この上ない。

  でも――、あの女の笑顔を思い出すと、何故か自然と心が安らぐ。

  あの女は…、今どうしているのだろう。日本に帰ったらもう一度あの村に行って会いに行っても――。

  「あ～っ！！駄目だっ！」

  俺は激しく頭をかきむしった。

  「！？…や、弥生様…。」

  「あ、気にしないでくれ！別に何でもないっ。」

  「弥生様…あの…。」

  「違う！ホントに何でもないんだ！」

  「あれ…何なんでしょうか。」

  「だから――、って。…あれ？」

  よく見ると…女はこちらを見ている訳ではなく、船の柵に手を掛けて海を見ているようだった。何だ…、勘違いか。俺は少しホッとする。

  「あれです…、あの向こうに小さく見える…黒いの。」

  「ん～？…。」

  船の縁に立って、体を少し乗り出しながら、俺は女の指差した先に目を凝らす。

  「…何だ、あれ。」

  船から少し離れた所に、黒い毛の塊のようなものが浮かんでいるのが見えた。さらによく見ると、その毛がある真下の海中からは、長くて黒いものがずうっと続いてそのまま俺たちの船の下まで伸びているようだった。

  「これは…。」

  「見て下さい！反対側にも同じようなものが…。」

  「…本当だ。」

  「何なんでしょう？」

  「う～ん…。」


  『その答え…教えてあげようか？』


  「ん？分かる人がいるのか？」

  船内を振り返る。しかし、乗っている女全員がキョトンとした顔をしていた。

  「え？私は何も言ってないですよ？」

  「私も…。」

  女たちは誰一人喋っていない様子。え…、じゃぁ誰が？

  　その答えはすぐに分かった。


  『弥生…、こ、ここで会ったが百年目っ！覚悟してくださ…違う、しろぉっ！』


  「…その声――。」

  そう言う前か否か…、突然船が何かの衝撃に合い、激しく揺れた。

  「きゃぁあっ！何！？」

  女たちが突然の衝撃に悲鳴を上げる。その後、船の床にしゃがみ込んだり、俺にしがみ付いたりと、船内は一変して混乱の渦に巻き込まれた。

  「待って！落ち着くんだ！」

  しかし女たちは、なおも続く船への衝撃に混乱し、全く耳に入っていない様子。

  「く…。」


  『おお…弥生が焦ってる。よ、よかった…。復活した甲斐があった。』


  「復活…？ってことは、やはり…。」

  俺は顔をしかめる。――嫌な予感がした。

  その直後。船の右手側から、再びあの「毛」が現れる。しかも一つや二つじゃない。数えきれないほどの数の「毛」が海面から姿を現し、それが次々と空中へと延びて行く。そしてそれが船の帆の高さくらいまで伸びると、その「毛」に続いて、別の茶色の胴体のようなものが浮かび上がって来た。

  　どうやらこの「毛」は海中に潜む「何か」の、尻尾のようなものであるようだ。


  　海中に潜んでいた「何か」は、ザザザと大きな水しぶきを上げながら、そのまま海面からゆっくりと顔を覗かせて行く。

  そして、数秒後。完全にその姿を俺たちの前で露わにした。


  [image: 牛鬼再登場]


  　水面から姿を現した「それ」は、船の高さからすると、その三倍くらいだろうか。首をかなり上まで持ち上げないと、頭の部分を見る事が出来なかった。声の主はどうやらこの目の前に立っている巨大な生物から発せられたもののようだ。

  「……。」

  無言で目の前の生物を凝視する。しかし…、俺はある事が気になってしょうがなかった。しばらくの沈黙の後、特に慌てもせず、口を開く。

  「……お前――。誰？」


  『ななっ…忘れたとは言わせないよ！』

  焦ったように言葉を返してくる生物。――いや、しかし。ホントに見覚えがない。


  　目の前にいるのは、牛のような顔をして、頭に二本の大きな角を生やし、胴体は人間のような形をした奇妙な生物だった。さらにその生物には、尻尾がたくさんあり、それが異様さをより一層際立たせている。…こんなやつ…俺会ったっけ…？


  「いちいち下級生物の事なんて覚えてないな。…それに、そんな醜い口で俺に話しかけないでくれないか？耳が腐るんでね。」

  そこまで言ってから、俺は首を捻る。

  「…ん？」

  ――待てよ、このやり取り…どこかで。


  『お…？思い出した？僕だよ、僕。』

  「……。」

  「…いや、やっぱり俺の気のせいだな。」

  『嘘だ！分かってるくせに…！』

  目の前の生物はそう叫びながら、一気に尻尾を逆立てる。その拍子で近くの海水が巻き上げられて波が発生し、船が再び激しく揺れた。女たちが再び悲鳴を上げる。

  「…弥生様っ！何呑気に話してるんですか、早く逃げましょうよ！」

  「……、まぁ待て。こいつはどうも『また』俺に殺されたいらしい。」

  「…や、弥生様？」

  俺は冷静に且つ、冷酷に目の前の魔物を睨み付ける。

  「あ…弥生様…袖が濡れて――。」

  「……。」

  今の波で、俺の着物が海水で濡れてしまっていた。それは今一度だって汚された事のない…宝物と言っても過言ではないくらいの着物。

  「…お前は俺を怒らせた。」

  心の奥で俺は沸々と殺意を滾らせる。

  「覚悟は…できてるんだろうな？…『牛鬼』。」

  『は…はは。やっぱり覚えてたんだね。』

  只ならぬ殺気に、牛鬼は若干動揺しながらも返事を返す。

  『そ、そうだ！…言い忘れてたけど姿が前と違うのは、ミノタウロスっていう魔物に僕の魂が乗り移ったからで――、』

  「そんなくだらない事どうでもいい。…どうせお前はここで消えるんだから。」

  牛鬼の言葉を容赦なく切り捨てた後、俺はスッと背中の弓に手をかける。

  しかし牛鬼はそれに臆せず、少しビビりながらも言い返して来た。

  『ふ、ふふ…、僕も一応魔物の端くれだからね。二度も同じ手にかかりはしないよ…！』

  「…っ！？」


  　その瞬間、再び船が揺れた。

  しかし、それはさっきまでの単発の揺れとは明らかに違う。牛鬼が俺たちの船を直接掴んで、揺らしている事で起きているものだった。

  牛鬼は船を掴んでそれを左右に揺らして来る。その度に船の中の物も右に左にと移動し、無残にも散らばって行った。

  もちろん俺を含め、中に乗っていた女たちもただ事では済まない。足場を取られた女たちは、転んだり、必死に船の柵にしがみ付いたりしている。

  『ほらほら！…これじゃ弓も打てないでしょ！』

  「…ふ。俺をなめるなよ。」

  しかし、そう言い返したものの…俺は焦っていた。

  前の洞窟での戦いは、攻撃される前に『不意打ち』みたいな形で倒したが、今回は完全にこちら側が攻撃されている。しかも足場を取られて弓を構える事さえ上手く出来ない状況だ。

  これだと前の『華咲弓』のような集中力のいる大技は使う事が出来ない。


  「…く。」

  何とかして別の技でも使うしかないな――。

  俺は足場の悪い中、懸命に矢を弓に合わせようとする。

  「……。」

  「……あっ！」

  船の横揺れに耐える事が出来ず、弓を床に落としてしまう。

  慌てて弓を掴もうとするが、再び船の横揺れに合って、流されて行ってしまった。

  「……。」

  船の床にしがみ付きながら、俺は弓が流されて行った船の反対側の方を見る。

  ――弓の姿は見えない。船は結構な広さなのできっと反対側の船の端にあるだろう。しかし、それを拾いに行く余裕が俺にはなかった。尚も続けて来る牛鬼からの揺れに耐えるので正直精一杯だったからだ。

  「…これは…。」

  ――やばい。そう思った。攻撃手段を失った俺は、完全に丸裸にされたような気分に陥る。

  「…弥生さまぁ…。」

  船の手すりに掴まっていた女の一人が、涙を流しながら助けを求めて来る。俺は目を合わせられなかった。

  『さぁさぁ…！さっさと負けを認めて観念し――。』


  「「せぇいっ！！」」


  突然、誰かの叫び声がした。そして直後、激しい衝撃音が鳴り響く。

  『ふぎゃっ！？』

  牛鬼が猫のような悲鳴を上げた。

  どうやら、牛鬼に何かがぶつかったようだ…。俺は顔を上げて、牛鬼を見る。牛鬼は苦しそうに顔を歪めているようだった。

  「…あれ…。」

  揺れが収まった。どうやら、牛鬼が船から手を離したらしい。

  とっさに床から手を離して立ち上がる。牛鬼は苦しそうな表情で目を押えていた。

  『目がぁぁぁっ！…何なんだぁぁ、このぉぉっ！』

  牛鬼は悲痛な声を上げて目から涙を流している。

  俺はその様子を呆然と眺めた。―― 一体何が起こったんだ？


  「「私のやよい様に悪い事をしたからだよ！」」


  「え？」

  牛鬼のいる方向とは反対側の方向から声がした。反射的に声がした方向に顔を向ける。

  「「やよい様久しぶり！…助けに来たよっ。」」

  「…君は…。」

  ――そこにいたのは、まだ小さな少女だった。
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  　年は…十代前半くらいだろうか。

  その少女は、見た事もない赤い髪をしていた。頭の両端の髪を、それぞれ紐で結って左右で２つに分けている。…町にいる女児には見られない、変な結び方だ。

  さらに少女が変わっていたのは…服だ。着物とは明らかに違う、赤と黒の入り混じった変わった服を着ていた。…どこか異国の少女なのかもしれない。

  「…あの…。」

  一通り眺め終わった後、俺はおそるおそる口を開く。

  「ん？…なになに？やよい様っ！」

  「何で俺の名前知って…、ぁ、いや。それより先に――。」

  俺はさっきから気になってしょうがなかった事を口にする。

  「…浮いてない？…君…。」

  ――少女は海の上に浮いていた。船に乗っている訳でも、海中で泳いでいる訳でもない。完全に海の上…空中に浮いていたのだ。

  「あぁ、これ？」

  何一つ動じず、少女は平然とした顔で答える。

  「私妖精なの。だから宙にも受けるようになったのよ！」

  「よう…せい…？」

  妖精ってあれか…？人間のような姿をして、自然物に宿るって言う…あの？

  「そうそう！だから魔法も使えるのよ！」

  「……。」

  そう自慢げに語る少女を、俺は無言で見つめた。

  …待て、頭の中を整理しろ。

  さっきから立て続けに変なことばかり起きているから、俺の頭はどこかイカれてしまったのかもしれない。この目の前の少女も…、頭の混乱が作り上げた幻か何かなのだろうか。俺の牛鬼にやられたくない思いが募りに募って…、こんな訳の分からない少女が生まれてしまったのかもしれない。

  ひょっとして俺はもう牛鬼に倒されてしまっていて、夢を見てるだけなのか…？

  ――そうか、これは夢なのか。

  「…何してるの？やよい様。」

  「夢…夢…。」

  俺は船の床に寝転がって、寝る態勢に入ろうとする。

  着物が汚れるが、この際気にしない。どうせこれは夢なんだから。

  少女はその行動を見て、あからさまに不機嫌そうな顔をする。

  「…ちょい。」

  少女が指を振った。

  瞬間、激しい光と爆音と共に、巨大な火柱が俺たちの船の手前で立ち上がる。

  『ぎゃぁぁあ！』

  「っ！？」

  俺は弾かれるように飛び起きた。


  火柱は牛鬼の体に直撃していた。

  『何するんだーっ！…痛ったぁ…。』

  牛鬼が悲痛な叫び声を上げる。

  「…ほら、これで信じてくれた…？やよい様。」

  「何…を…。」

  「これは夢なんかじゃないよ。…紛れもない真実。」

  「…う…。」

  それ以上何も言えなかった。

  「まだ魔法の制御うまくできないんだ…、でも船から外れて良かった！」

  「……。」

  笑顔でそう語る少女を見て、俺は少しゾッとする。――何なんだ、こいつは。


  「ま、まぁ…百歩譲って妖精ってのは良いさ。…でも、結局君は誰なんだ？俺は妖精さんと知り合いになった覚えは無いんだが…。」

  「むむっ…。」

  少女が再び顔をしかめる。反射的に身構える俺。

  「…私を忘れた…？じゃ、じゃぁ私をお婿さんにするって話は…。」

  「君が誰なのか知らないが…俺はそんな約束をした覚えは無いけど…。」

  年頃の女性ならともかく…、俺は君みたいなガキに恋したりはしない。――そう言いたかったが、さすがにこの状況では言えない。

  「そんな…、ひどいよ。やよい様。じゃぁ私は、何のために妖精になったの？」

  「何のためって…。」

  「あの村での事故の後…、どうしてもやよい様の事が忘れられないからって、妖精になってまで会いに来たのに…。」

  「ん？」

  事故？村？

  「ちょっと待て。…君は最初から妖精じゃなかったのか？」

  「だからさっきから言ってるのにぃ…私は人間だったって。」

  「そんなこと一言も聞いてないっ！…そうだっ、名前！…人間の頃だった時の名前は？」

  「…ホントに覚えてないんだ。」

  『涙も出ない』と言いたげな表情で、少女は俺の顔を見つめて来る。

  そんなこと言ったって…、記憶にない事は無いんだからどうしようもない。


  　少女は小さく溜息を吐いた後、諦めたように口を開く。

  「『柚』よ…。私の人間だった時の名前は…。」

  


  　――時が止まったような気がした。

  俺は情けなく口を開いたまま、『柚』という名を名乗った目の前の少女を見つめる。

  柚…？柚ってあの村にいた…生意気な女児の事か…？あいつは「黒髪女」の妹だって言ってたけど…全く似てなかったから正直興味すら沸かなかった子供だ。

  でも――。

  「…ちょっといいか？」

  「何？」

  「…君に『姉』っているか？」

  「ん？沙織ねぇちゃんの事？」

  「沙織…？ぁ、いや…いるんだな。」

  今思い出すと、結構顔を合していたのにあの女の名前を知らなかった。

  俺が女の名前なんて「どうでもいい」と思う性格だからでもあるが…、それ以前に誰一人としてあの女の名前を口にしなかったという事もある。確か柚も「姉ちゃん」だった。

  村の人も彼女の事を別格の人間と思っていたのか、「綺麗な人」と呼んでいた。…若干嫌味も混じっていたのかもしれない。

  「…姉ちゃんは今も村で元気に生活してると思うよ。」

  「そうか。…ぁ、いやそうじゃない。」

  納得しかけたが、俺は慌てて否定し直す。

  「君が『柚』だと言う…証拠を見せてくれ。」

  「お？おおっ？…思い出してくれたの？」

  少女が期待に満ちた瞳で見つめて来る。だが、俺は落ち着いた様子でもう一度言葉を言いなおした。

  「君が『柚』だという証拠がないと…、俺は君を信じない。」

  言い訳がましくはあったが、俺は冷静だった。

  ――あの質素な服を着て、走る事さえまともにできなかった女児が、今目の前で変な服を着て、しかも宙に浮いている。信じろと言う方が無理な話だ。

  「証拠見せたいのは山々なんだけど…私死んじゃったからなぁ。」

  「…は？」

  死んだ？

  「…じゃぁ、ここにいる君は誰なんだ。」

  「だから～、さっきも言ったけど私『妖精』として生まれ変わったのよっ！」

  「……。」

  理屈としてはおかしくはない事を言っている…はずなのだが。俺は『妖精』というものが、やはりにわかには受け入れられなかった。

  「…その『妖精』ってのになったから…その…姿も？」

  何でこんな少女相手に言葉を選びながら喋ってるんだろう…。俺は言っていて恥ずかしくなる。

  「あぁ～、私の姿が信じられなかったんだ。」

  柚はそう言い、俺の目の前で優雅にクルクルと舞って見せる。

  「…そうかそうか～。ふふっ。」

  何故か笑顔の柚。

  「こ～んな可愛くなっちゃったもんね！疑うのも無理ないか～。」

  「……。」

  ――自意識過剰にも程があるな。

  「この服はある人がプレゼントしてくれたものなのよ！とっても強くて綺麗な人なの！」

  「へ、へぇ…。」

  「その人がね！私が天国に行って…どうしても『やよい様にもう一度会いたい』って言ったら、妖精として復活させてくれたの！」

  「ほ、ほぉ…。」

  「確か…『ヴぃーむ』とかいう名前だったような…、あれ『ヴぃーば』だったっけ…。」

  柚はしきりに首を捻って、名前を思い出そうとしている。

  「う～ん…忘れちゃった！」

  「そう…なら仕方ないね。」

  俺は目の前の少女が一瞬、空想上の人物に見えた。魔物はともかく…死人を復活させたという話は聞いた事がない。

  「だけど…妖精の付加としてちょっと年取っちゃって…。今こんな姿なわけ。」

  「…なるほど。」

  辻褄は合っている。だけど、宙の上の話しすぎて現実感がない。

  「…でもさ…何でその…死んだの？」

  おそるおそる柚に尋ねる。その瞬間、柚の表情が曇るのが分かった。

  「…そうよ。元はと言えば、姉ちゃんが悪いのよ…。」

  「え？」

  「村を攻撃しようとしてたのは『牛鬼』じゃなくて、別の魔物だったの。やよい様が村に来なくなった後に、それが分かったわ…。」


  　牛鬼…？

  俺は船の横で、まだ痛そうに眼を押えている魔物を見つめる。…こいつは別に何も悪くなかったのか？

  『うーん…何？…話し終わった？』

  「あ、いや…。」

  『終わったら言ってね…、戦いの続きするから。』

  「あ、あぁ…。」

  ――何だ、この意も知れぬ哀愁感は。

  俺は目の前の魔物が、とても健気な生き物に見えた。


  　柚はそれを気にせずに、まるで牛鬼が見えていないような素振りで話を続ける。

  「…でね。私はその襲って来た魔物に殺されちゃったの。魔物はすぐ村の人が退治してくれたんだけど…私はその時、もう息がなくて。」

  「……。」

  つまり…じゃぁ何だ？…、あの時俺は…全く意味のない事をしたのか？

  俺が呆然としていると、柚は励ますように言葉を付け足す。

  「…あ。私は平気よ！…こうやってまたやよい様に会えたんだし。」

  「…そうだな。」

  上の空になりながらそう言葉を返す。…頭の中がごちゃごちゃになって来ていた。


  「…弥生様。いつまで話してるんですか？…今の内に逃げましょうよ。」

  「え？」

  振り返ると船内にいた女たちが、じっとりとした目付きで俺を見つめていた。――やばい。衝撃の連続で、完全に女たちの存在を忘れていた。

  「日本まで長いんですから…急がないと。」

  「そ、そうだな。」

  慌てて航行の再準備をしようと、俺は船に視線を戻す。


  「…ちょっと。まだ『二人』で話してる途中なんだけど。」

  背後から只ならぬ殺気を感じた。俺は思わず身を固くする。振り向くと柚は機嫌悪そうに、女たちを睨み付けていた。

  「さっきから目を合わせない様にしてたけど…邪魔する気なら聞くわ。…貴方たち誰？」

  「…貴方こそ誰よ。馴れ馴れしく弥生様に話しかけないでくれる？」

  女たちもムッとしたのか、口々に言い返して来る。

  「あぁ…一気に話さないでくれない？聞き取るの面倒だから。あと、言っておくけど…私は、やよい様のお嫁さんになる人よ？…そうよね？」

  突然笑顔になり、同意を求めて来る柚。

  「…弥生様…。」

  「えッ…違うよ？俺はこんなガキ――いや、少女と婚約なんてしないって…。」

  慌てて首を振る。

  「…そんなっ！『君と結ばれたい』って約束してくれたのにっ！」

  今度は突然泣いた振りをする柚。女たちはそれを見て、「可哀相なもの」を見るような目で俺を見つめて来る。――何だよ。俺が何をしたって言うんだ。

  「…私が村を出ようとした時、それを止めて告白してくれたじゃない。」

  「え…あ、あぁ…。」

  ――思い出した。確か…『牛鬼』の討伐を終えた次の日。

  …俺は沙織さんに丸一日柚のお守りを頼まれて。さっさと自分の村に帰りたい一心で、柚に適当な事を言ったような気がする。

  最初、柚は全然心を開かなかったものの…、最後の方は俺にべったりだった。

  ――正直全然嬉しくもなかったが。


  「…ホントなんですか？弥生様。…意外ですね。弥生様がこんな『お子様』に興味がおありなんて。」

  女の一人が『お子様』と言う所に特に力を入れて喋る。柚の眉が引きつるのが遠くても分かった。

  「ほ、ほほぉ…？言うじゃない。」

  「ま、まぁ待て、柚。」

  慌てて会話に割って入る。

  「…やよい様。告白の事…思い出してくれた？」

  「その事なんだが…。」

  言いにくそうに言葉を濁す。――この際、正直に言うしかないか。

  「あの告白の事なんだけどな…あれは…その…嘘だ。」

  「えッ…。」

  唖然とした表情で言葉を返す柚。俺はさらに続ける。

  「お前もまだ幼かったし…、正直本気にするとは思ってなかったというか…。」

  俺本人でさえも…ついさっきまで忘れてた。…とまでは言えなかった。

  「……そうなんだ。」

  「あ、あぁ…。」

  「……。」

  しばらくの沈黙。


  「あの…あのな？柚。」

  「…だからこんな人達連れてるんだ。」

  「え…？」

  自分でも情けないほど呆然とした顔で聞き返す。柚はもう一度言う。

  「だから私放置して、こんな女達引き連れて…楽しんでたんだ？」

  「柚…？」

  「…分かった。」

  柚は静かにそうとだけ言った。――やばい、空気が重い。


  「「…なら、今からでも本当の事にして貰おうかな。」」


  「え？」

  次の瞬間。柚が目の前から姿を消した。

  慌てて辺りを見回して、柚の姿を探す。…いない。


  「「私の愛をもう一度受けたら…、きっとやよい様も認めてくれるよね？」」


  「柚っ！どこにいるっ。」

  「弥生様！あそこです。」

  女の一人が空の上を指差す。俺はその女が指差した方向に目を凝らした。

  「…あれか。」

  牛鬼よりもさらに高い…はるか上空で何かが浮いている。

  おそらく、あれが柚だろう。


  「「やよい様は…私だけのものよ。だれにも渡さないんだから。」」

  柚の言葉が耳に直接響いて来る。これも妖精の力なのだろうか。

  「…柚、聞いてくれ。」

  「「…何？」」

  「もう一度村に戻って…自分を見つめ返したらどうだ？…そしたら気持ちも落ち着くかもしれない――、」

  「「どうせ村に行って姉ちゃんに会いたいだけなんでしょ。…知ってるよ。やよい様が沙織姉ちゃんにデレデレだったの。」」

  「っ！？…何を言って…。」

  突然の柚の発言に、思わず咳込みそうになる。

  「…弥生様？今の話…。」

  「な、何を言ってるんだっ。俺は君たち全員平等に愛しているぞ？」

  「……。」

  再びじっとりとした目で見つめて来る女たち。俺はツツツと、顔の表面から冷汗が流れる音が聞こえたような気がした。


  「「妖精になって復活したら、もう一度やよい様を振り向かせようと思ってたんだけど…、やっぱ無理だったなぁ…。」」

  そう残念そうに喋る柚。しかし、口調は一つも残念がっているようには聞こえない。

  「「…でもいいんだ。私だけのものにする方法…見つけたから。」」

  「…柚？」

  ――嫌な予感がした。そして、それは見事に的中する。
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  　最初は、上空で小さな赤い光が見えたくらいだった。

  柚が微かに見える空の、さらに上の方に突如赤い光が現れる。

  「…何だあれ。」

  時間が経つにつれ、どんどんと大きくなって行っている。

  「…空が…。」

  女性が空を見上げながら小さく呟く。

  さっきまで青一色だった綺麗な空が、あの赤い光を中心にして次第に暗く…赤黒く染まって来ていた。その上、最初は赤い光は一つだったが…次第に二つ・三つと、光の数が増えて行く。


  「「ふふ…ふふ…」」


  柚の奇妙な笑い声が耳に響く。

  俺は恐怖よりも、今目の前で起きている事を理解するので精一杯だった。

  ――　一体、何が起ころうとしているんだ。


  「「…そぉれっ♪」」


  柚が言葉を発した。

  瞬間、赤い光の一つが眩しく輝き、ものすごいスピードで大きくなって行く。

  そして次の瞬間。赤い光そのものが海に落ちて来た。

  ――激しい爆音。そして、衝撃。

  俺は一瞬にして、船の床に叩きつけられる。


  『ぁ…うぁぁぁっ！』


  弱々しい、誰かの叫び声が聞こえた。――この声は…牛鬼か…。

  俺は倒れた状態のまま、横目で確認する。牛鬼は全身やけどのような傷を負っていて、苦しそうにもがいていた。


  『僕…は…、…ガク…。』

  あ……。

  首をだらしなく下げたかと思うと、目の前にいた巨大な生物は、俺の前で次第に姿が薄くなって行く。そして数秒後、霧のように後片もなく消え去ってしまった。

  ――あぁ、何てことだ。

  俺は頭を抱えた。わざわざ闘いを中止してまで待っていてくれたというのに…。同情してもし切れない。余りにも無情な終わり方だった。…許せ牛鬼。俺は目をつぶり、とっさに牛鬼の顔を頭に浮かべる。お前の敗因は間違いない、あのはるか上空に浮かんでいる…ヤンデレな魔法少女と出会ったことだ。


  「「今のはまだ一割くらいだよ？…私の愛はこの程度じゃないんだから。」」

  「……。」

  俺は無言で近りを見渡す。船全体が海水で水浸しになっていた。おそらく今の赤い光の落下で、近くの海水が一気に巻き上げられたのだろう。俺の着物も、海水でびしょ濡れになっていた。

  「…弥生様。大丈夫ですか…。」

  女の声がする。声がした方向に首を向けると、女が隣で同じように船の床に寝転がっていた。

  「…何とか。」

  もう怒る気も起らなかった。俺は情けなく船の床に体を投げ出して、空を見上げる。

  ――そして驚愕した。

  「！？…あ…ぁ。」


  　先ほどと比べ物にならないほどの、巨大な赤い物体が空に浮いていた。

  よく見ると、ただの光と思っていたものは…実際は赤い炎を帯びた隕石だったようだ。隕石の周辺には赤い炎が揺らめき、触れたら一瞬にして溶けてしまいそうな程の熱気を帯びている。柚はその巨大な隕石の真下にいるようだった。


  「「…これを落としたら、どうなるかなぁ？」」

  「…柚？」

  自分でも情けないほど声が震えていた。俺は未だに船の床に寝転がった状態のまま、金縛りにあったかのように動く事が出来ないでいる。どうやら女たちも同じようだった。空を見上げたまま、恐怖で体を震わせている。

  「ま、待ってくれ柚。…よく考えてみろ…。そんなもの落としたら俺らだけじゃなくて地球そのものが…。」

  「「いいじゃない。…そのつもりでやってるんだから。」」

  柚がとんでもない事を口にする。――おい…、まじかよ…。


  「「…やよい様もひどいよね。てっきり好きなのは沙織姉ちゃんだけかと思ってたのに…他の人にも手を出してたなんて、知らなかった。」」

  「…それは…。」

  「「でも…姉ちゃんに会えると思わないでね？…私、優しくないから♪」」

  そう言い、柚は笑う。

  俺は「会えない」という意味を理解した瞬間、自分が「殺される」と言う事を改めて理解した。

  「柚っ…？」

  「「浮気者と…裏切り者には鉄槌を下さないとね？」」

  「ちょ…待っ…。」

  「「…ばいばい、『悪い』やよい様。」」


  ―――柚の手を振る姿が見えた気がした。


  「―――っっ！」

  俺は、自然と未だかつて一度も出した事のないような叫び声を上げていた。

  しかしその叫び声は、目の前の巨大な隕石から放たれた轟音によって、無情にも掻き消されて行く。

  「「天国で私だけの『良い』やよい様になってね♪」」


  　最後に俺が見たのは、一面が真っ赤に染まった空だった。 紅い――。それを認識するより先に、俺の体は後片もなくその場から消え去った。


  [image: 地球崩壊]


  ――あぁ、ついてねぇ。
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